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1. n次正方実行列Aが三角行列（上三角行列もしくは下三角行列）であるとき，Aの固有値は重
複も含め，Aの対角要素と一致することを示せ.

2. n次正方実行列A =

(
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)
において，B,Dが正方行列であるとき，Aの固有値は重複

も含め，BとDの固有値と一致することを示せ.

3. 行列Q =
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の固有値を全て求めよ．また固有値が 0に対応する固有ベクトル

も求めよ．
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